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時二家昌在ル自己ノ直系卑属ヲ相綾セントスル他家二携帯シテ
其ノ家ノ家族ト爲スコト（同時入籍）ヲ得ナイ（民七四三條II、
皿［滲照）。從ツテ．此等ノ直系卑属ハ他家相績行爲後二、親族入
籍ノ手績（民七三七條）二依ツテ其ノ他家二入り得ルニ過ギナイ
カラ、意思能力ノナイ直系卑属ノ・其ノ他家二入籍スルヲ得ナイ
コト　ナラウシ（鳶講塑轟膿辮塔奨甕）、聴思能力ガ
アツテ入籍シ得タ所デ、家督相績順位二於テハ、他家相績行爲
後二其ノ他家二於テ生レタ直系卑属二優先サレルコト晶モナリ
（民九七二條）、頗ル不都合ノ結果ガ生ズノン（相績法改正要綱第
十滲照）。鼓二於テカ、或ヒ～・「指定又ハ選定二依り他家ノ家督
相績人ト爲リタル者ハ第七百三十八條ノ精紳二則り意思能力ナ
キ自己ノ直系卑屡ヲ實家ヨリ引取入籍スルコトヲ得」トノ見解
モアラウシ（灘番蕪暴実麗嘉攣彗員r）、更雅ンデ・民法第七
百四十三條第二項第三項ノ規定ハ家族ガ分家ヲ爲ス場合ノミナ
ラズ、他家ヲ相績スル場合二毛亦準用セラルベシトノ見解モァ
リ得ルデアラウガ（羅異舞合柴窺籏嚢集醤皐餐毒罐）、固ヨリー般一是認
セラレか居ラナイ（杢義土三鑛’繍聾轡…讃募離鷲議
藻肇矯）．
　〔註〕。異訊。昭和三年一月二十六日法曹會決議一親族會ノ選定二因リテ戸
　主ト爲リタル者ガ其ノ家族タル未成年者二響シ民法第九百三條二依ル後見就
　職ノ日ハ相綾届出ノ日二非ズシテ相綾承認ノ日ナリ（法曹會雑誌第六巻三號
　一〇入頁）。
　斯クノ如クニ、被指定者又ハ被選定者ハ他家相績行爲ヲ爲ス
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コトニ依ツテ、始メテ他家ノ相績人ト爲ルモノデアルカラ、他
家相績行爲ヲ爲シタ被指定者叉ハ被選定者ハ、此ノ時ヨリ其ノ
固有財産二於ケルト同一ヅ注意ヲ以テ相綾財産ヲ管理スベク
（民一〇二一條1）、若シ其ノ全部又ハー部ヲ塵分スル昌於テハ、
軍純承認ヲ爲シタルト同一ヅ法律上ノ敷果ガ生ズルコトニナラ
ウ（民一〇二四條1號）。又其ノ者ハ他家相綾行爲ノ時ヨリ三ケ
月内二軍純承認又ハ限定承認ヲ爲スコトヲ要スル（民一〇一七
條）〔註〕。蓋シ他家相績灌ノ行使ハ、當然其ノ者ヲシテ其ノ他家
ノ戸主タル地位及ゼ其ノ地位二附随スル身分上ノ権利義務ヲ確
定的二承縫セシムルニ至ルガ故二、法定ノ推定家督相綾人、入
夫ガ戸主ト爲ル場合（民七三六條）ノ家督相績人（入夫）ト同ジ
ク、其ノ他家ノ相績二付キテハ拠棄ヲ爲スコトヲ得ナイガ、之
ガ爲メニ前戸主ノ財産上ノ権利義務マデ無限二承縫セシムルニ
至ルモノデハナイヵラデアル（民一〇二〇條）。但シ民法第七百
五十二條ノ輩純承認ヲ爲シテ他家相績権ヲ行使シタ者ハ固ヨリ
此ノ限ヲデハナヵラク。而シテ若シ此ノ選揮期問内二限定承認
ヲ爲サザルニ於テハ、軍純承認ヲ爲シタルト同一・ノ法律上ノ敷
果ヴ生ズルコトニナラウ／民一〇二四條2號）。
　〔註〕。通説ハ、自家相綾ノ場合タルト他家相綾ノ場合タルトチ匿別セズニ、選
　鐸期問ノ起算鮎チ、指定ノ場合ニハ相綾開始後指定ノアツタコトチ知ツタ蒔
　ト爲シ、選定ノ場合ニハ選定ノ通告ガアツタ時ト解シテ居ル様デアルガ、其
　ノ不合理ナノレコトハ前述シタ理論二依ツテ明カデアラウ。
同様二、被指定者又ハ被選定者ガ他家相績行爲ヲ爲シタルモ、
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選揮期問経過前二未ダ軍純承認又ハ限定承認ヲ爲サズニ死亡シ
タ場合ニハ、民法第千十八條ハ其ノ適用ヲ生ジ、其ノ者ノ相綾
入ハ、其ノ者ガ他家相績二付キ有シタリシ輩純認承叉ハ限定承
認ヲ爲ス権利ヲ後相績二基イテ新タニ取得シ（蓼薯蓼竜轍≧養；蓋
輻姦難蕎圭鰯、之珀己ノ爲メー行使シ得　至ノ・・固ヨ
リ其ノ者ガ爲シタ他家相績（前相績）二付キ拠棄ヲ爲シ得ル限リ
デハナヵラウ。而シテ、大正九年二月七日民第二百八十四號民
事局長同答ガ、指定者死亡後被指定者モ亦家督相績ノ屈出ヲ爲
サズニ死亡シタ場合ニハ、被指定者ハ戸主ト爲ラヌト解シタノ
ハ（響霞発豊饗）、相績ノ屈出ヲ以テ他家相績行爲デアルト解シタ
結果デアラウシ、叉大正七年六月十日民第千三百二十九號法務
局長同答ガ、輩身戸主死亡シ選定相績人ガ法定期問内二相績ノ
承認又ハ拗棄ヲ爲サズ昌死亡シタ場合ニハ、其ノ直系卑属ハ相
績ノ承認又ハ抱棄ヲ爲シ得ベキモノデナイト解シタノハ（奮嶽袋
吾養）、相績ノ承認行爲ヲ以テ他家相績行爲デアルト解シタ結果
デアツテ、軌レモ、前述シタ理論カラ推シテ、不合理ナ断定デ
アルト云ハネバナラナイ。
街ホ、現行法ハ他家相績人昌モ、指定叉ハ選定二因ル自家相
績入ト同ジク、遺留分トシテ被相績人ノ財産ノ三分ノーヴ與ヘ
テ居ル（民一一三〇條II）。蓋シ翫二前戸主二代ツテ家督相績人
ト爲ツタ以上ハ、其ノ者ガ家名ヲ維持シー家ノ祭祀ヲ縫績シテ
行クノニー定ノ資産ヲ要スル事情ハ、相績人ガ自家相績入デア
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ルト他家相綾人デアルトニ依ツテ、何等差異ガナィヵラデァラ
ゥ（奮民財取三八四條ト封照）。從ツテ遺留分二關スル民法第千
百三十條以下ノ規定ハ、他家相績ノ場合ニモ、均シク其ノ適用
アリト云フコトニナラウ◎
V．他家相績櫻ノ消滅
他家相綾権ハ被指定者又ハ被選定者ガ他家ノ家督ヲ相綾スル
爲メニ、他家タル被相績入ノ家二入ルコトヲ得ル灌利デアッタ。
從ツテ他家相綾権ハ、被指定者叉ハ被選定者ガ此ノ権利ヲ行使
シテ其ノ他家ノ家督ヲ相績スルニ至レバ、其ノ目的ヲ達成スル
ガ故二、之ト同時二當然潰滅スベキモノデアラウ。又同様二、
他家二在ル被指定者又ハ被選定者ガ、相績開始後若ク2・選定行
爲後二、婚姻、離婚、離縁、親族入籍等ノ事由二因ッテ被相績
人ノ家二入ノレニ至レバ、其ノ者ハ他家相績行爲ヲ爲スコトナク
シテ、當然二被相績人ノ家ノ家督ヲ相績スベキガ故二、此ノ場
合二於テモ他家相績権ノ清滅ヲ來スコトハ固ヨリ當然デアラ
ウ。本項二於テ特クニ「他家相績権ノ消滅」ト題シテ取扱ハント
スルモノハ、他家相績権ガ此等ノ目的達成ノ原因二因ラズシテ
溝滅スル場合デアル。
（一）、被指定者叉ハ被選定者ノ死亡叉ハ家督相績能力ノ喪失
被指定者叉ハ被選定者ノ死亡ガ其ノ者ノ有スル他家相績椹ヲ
浩滅セシムルニ至ルベキ・・明ヵデアル。蓋シ他家相績灌・・、其
ノ性質上、被指定者叉～・被選定者其ノ入二專属シ、其ノ者ノ相
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績入二於テ之ヲ承縫スルコトヲ得ナイカラデアル（民九八六條
一〇〇一條一〇九六條一〇九七條）。而シテ相績開始前二被指定
者ガ死亡シテモ（戸一三六條）、若クハ他家相績行爲後選揮期問
経過葡二被指定者又ハ被選定者ガ輩純承認叉ハ限定承認ヲ爲サ
ズニ死亡シテモ（民一〇一八條。但シ選鐸期問ヲ経過シテ傍ホ
選揮セザリシ場合二付テハ民法第千二十四條第二號参照）、敦レ
モ催家相綾権滑滅ノ問題ヲ生ジ得ナイ。蓋シ此等ノ場合ハ未ダ
他家相綾権ノ登生セザル場合デアルカ、若クハ目的ノ達成二依
ッテ既二他家相績灌ノ滑滅シタ場合デアルヵラデアノレ。
家督相綾開始後他家相績行爲前二、被指定者又ハ被選定者ガ
家督相績能力ヲ喪失スルニ至ツタ場合、例ヘバ被指定者叉ハ被
選定者ガ日本ノ國籍ヲ喪失シタトキ、若クハ民法第九百六十九
條ノ鉄格事由ガ生ジタトキニ、其ノ者ノ有スル他家相績権ノ漕
滅スベキハ之亦當然ノコげアラウ（欝憂贔）．
（二）、拠棄一法定拠棄
他家ノ家督相綾人二指定又ハ選定サレタ者ハ他家相績ヲ爲ス
コト帥チ他家相績権ヲ行使スルコトヲ法律．ヒ強要セラルル限リ
デハナイ。從ツテ他家相績入タルベキ者二於テ、自ラ進ンデ自
己ノ爲メニ登生シタ他家相績椹ヲ、拠棄シ得ベキハ勿論デアラ
ウ。然シ現行法ノ上二於テハ、將來登生．スルコトアルベキ他家
相績樺ヲ、相績開始前二豫メ拠棄スルコトハ、手績上不可能デア
ルト解サレテ居ツタノデ、民法改正要綱・・被指定者ヲシテ相績
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開始前二指定ヲ拒絶スルコトヲ得セシメルコトニ改メタ（相績
法改正要綱第十一・ノニ）。之ヲ要スルニ、他家相績権ノ拠棄ハ相
績シ得ベキ他家ノ家督ヲ相績シナイト云7行爲デアリ、相績ノ
拠棄ハ相績シタ他家ノ家督ヲ相綾セザリシコトニスル行爲デア
ル。サレバ、他家相綾権ノ批棄ハ、相績人ガ自己ノ爲メニ既二
登生シタ相績ノ敷果ヲ否認スルモノデハナイト云フ黙二於テ、
相績ノ拠棄ト嚴格二画別セラレネ・“ナラナイ。從ツテ例ヘバ他
家相績権ノ拠棄ハ、相績ノ拠棄ノ場合ト異ナリ（民四條一一二條八
八四條八八六條九二九條）、寧・地家相績灌ノ行使ノ揚合ト同
書ク、被指定者又ハ被選定者ヅ意思能力ナキニ於テハ、親灌者叉
ハ後見人ガ代ツテ他家相績椎ノ施棄ヲ爲シ得ルジ、意思能カア
ノレニ於テハ、本人二於テノミ他家相績権ノ拠棄ヲ爲シ得ベキモ
ノデアルト解スル。固ヨリ他家相績権行使ノ場合ト異ナリ、意思
能力アルニ於テハ戸主、親権者叉ハ後見人ノ同意ナクシテ、軍濁
デ有敷二他家相綾権ノ拠棄ヲ爲シ得ルコトニナラウ（民七四三
條1封照）。蓋シ他家相績灌ノ拠棄ハ之二因ツテ、既存ノ身分關
係二何等積極的二鍵動ヲ登生サセルモノデハナィヵラデアル。
他家相績権ノ拗棄二關メル方式、期問等二關シテモ、民法二何
等特別ノ規定ガナイ。從ツテ拠棄ノ意思ハ特別ノ方式二依ツテ
之ヲ表示スルコトヲ要セズ、又特定ノ相手方二封シテ之ヲ表示
スルコトヲモ要シナイ。何等カノ方法デ其ノ意思ガ外部二表示
サレルコトニ依ッテ直チニ敷力ヲ生ズルモノト解スノレ外ナヵラ
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ウ。固ヨリ其ノ表示ハ明示タルト黙示タルトヲ問ハナイ。叉他
家相績灌ノ行使叉．ハ拠棄ハ、何時迄二之ヲ爲サネバナラヌト云
フ別段ノ制限ガナイ所カラシテ（墾饗準豊曙響攣茜蓼壷）、他家ノ家
督相績人二指定又ハ選定サレタ者ガ他家相績権ヲ行使スルデモ
ナク、叉サヲトテ他家相績権ヲ拡棄スルデ壬ナイト云フ様ナ
場合二、之ヲ如何二取扱フベキカノ問題ガ生ジ得ル。此ノ鮎二
關シ、前章（1）ノr登記抹浩手績請求事件」二於テ、上告入ハ相
績關係ヲ速カニ確定セントシタ民法第千二十四條第二號ノ規定
ヲ類推シテ、選定決議ノ日ヨリ三ケ月内晶他家ノ戸主タル身分
ヲ脱却シナイ場合ニハ、其ノ者ヲ選定シタ親族會ノ決議ハ、當
然其ノ敷力ヲ失フモノト解スルガ妥當デアルト爲シタノ昌封シ
テ、大審院ハ被選定者ガ選定決議ヲ知リタル後涯滞ナク戸主ノ
地位ヲ脱却スル手績ヲ爲サナイコトガ、相績人タノレコトヲ欲シ
ナイ意思ヲ有メルモノト推測シ得ベキ場合デナケレバ、未ダ以
テ選定決議ハ實行不能ト爲ツテ其ノ敷力ヲ失ヒタルモノトハ云
ヒ得ナイト解シタ。
　思フニ、民法第千二十四條第二號ノ規定ハ相績開始後ノ法律
關係ヲシテ永ク不確定ノ状態二置カナイ爲メニ設ケラレタ規定
デアツテ、必ズシモ暗黙ノ輩純承認ノ意思ヲ推測シタ規定デハ
ナイト解サレテ居ル以上ハ（法定輩純承認）、大審院ノ様二現行
法ノ歓照二拘泥シテ、無理二暗黙ノ他家相績権拗棄ノ意思ヲ推
測メルト云フ立場ヨリハ、家督相績入ハ永ク之ヲ不確定昌シテ
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置ケナイト云7立場ヵラシテ、相當期問ノ脛過晶封シテ、其ノ
者ノ意思ノ如何二拘ハラズ、施棄ヲ爲シタルト同一ヅ法律上ノ
敷果ヲ生ぜシムル所謂法定拠棄ガ認メラレテモ差支ヘナイ様二
思ハレル。而シテ此ノ趣旨ハ、民法改正要綱ガr包括受遺者ガ
其遺贈アリタルコトヲ知リタル時ヨリー定ノ期問内二承認ヲ爲
サザノレトキハ拠棄ヲ爲シタルモノト看徴ス」ベキモノト爲シテ
（輕疹誓嚢綱譲）、承認及ゼ馳棄二關スル民法ノ原則（民一〇九二
條一〇一七條以下一〇二四條2號）ヲ縛倒セシムルコトニ依ツ
テ、既昌探用セラレ様トシテ居ルコトヲ看過シテハナラナイ。
固ヨソ、此ノ相當期聞ハ諸般ノ事情ヲ考慮シテ決定サルベキモ
ノデアツテ、必ズシモ上告論旨ノ如クニ三ケ月昌限定サレルモ
ノデハナヵラウ。殊二他家相績権行使後二於テモ、他家相績人
ハ、被相績人ノ財産上ノ権利義務ノ承縫二付テハ、相績財産ノ
状況如何ヲ熟考シタ上デ、尚ホ翠純承認叉ハ限定承認ノーヲ選
揮シ得ルモノデアルカラ◎
斯クシテ、他家相績権ノ拠棄ハ、當事者ノ行爲二因ル明示的
叉ハ黙示的拗棄ノ外二、當事者ノ行爲二因ラナイ所謂法定拗棄
ヲ認メ得ルコト昌ナル。
（絡）
